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町議会議員決まる

四

月
二

十
四

日

に

執
行

さ

れ
た

、
国

見
町

議

会
鑷

員

選
挙

は

、
即

日

開
票

の

結
果
二

十

人

の

選
良

が
誕

生
し

ま
し

た

投
票
日

は

晴
天

に
め

ぐ
ま

れ
て

、
出

足

も
よ

く
即

日
開

票
の

結
果

、

前
回

を

〇
・
九
七
％
上
回
り
九
六
・
四

％

と

な

り
ま
し

た

新
し

い
議
員

の
内

訳

は
、

現
職

十

七

人
、
元

’
人

、

新
人

二
人
で

今

後
四

年

間
町

民
の

代

表
と

し
て

．
大

き

な
期
待

が
寄

せ
ら

れ
て

い

ま
す

新
し
い
議
員
の
横
顔

T 淞浦畏明議員

55歳

(大木戸字n4J

②遠藤金六謫員

56歳
く,４取字中鳥５の ＩＪ

③八島博正議員

45歳
( 山崎字中川前19)

･j` 武 田　 勉阻 員

49歳
( 人木戸字 六角63)

1)斎曹光吉謫昌

55歳

( 姫江字舘ヶ崎171

⑥佐麗政一議員

51歳

く小坂字小坂401

鵈亦坂浅吉議員

54途

f内 谷字襾駒19）

面佐藤　力阻員

36歳

(竃山幸中町諭

町
’政

の

”
お

目

付

”

町
政
モ
ニ
タ
ー
発
足
｛

町
で
は
、
未
来
に
開
け
た
明
日
の
国
見
町
を
築
く

た
め
、
広
聴
活
動
の

一
環
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年

度
か
ら
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
ま
す
．

こ
の
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
広
く
町
民
の
声
を

町
政
に
と
り
入
れ
て
、
町
民
の
生
活
を
優
先
す
る
町

政
を
推
し
進
め
る
目
的
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
．

モ
ニ
タ
ー
は
全
部
で
十
二
名
の
方
に
委
糲
さ
れ
ま

す
　

任
期
は
一
年
で
．
毎
年
五
月
一
日
か
ら
四
月
一
二

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
．

町
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
状

凡
月
九
日

午
前
九
吟
．↓不

分
か
ら
役

堝
会
濃
室
で
．
町
政
モ
ニ

タ
ー
の
委
嘱

式

が
行
わ
れ
ま
し
た
．

佐
藤
町
長
か
ら
番
・嘱
状
交
付
の
あ
と
、

係

か
ら
国
兄
町
政
モ

ー一
タ
ー
の
設
置
要

綱

と
、
実
施
要
領
の
説
明
を
う
け
．
町

の
公
共
用
施
設
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
．

こ
の
Ｈ
ｔ

嘱
さ
れ
た
の
は
藤
山
地
区

四
名
、
そ
の
他
の
四

地
Ｋ

か
ら
は
ご
名

づ
つ
、
計
十
．一
名
の
方
た
ち
で
、
政
治

経
済
・
社
会
の
一
般
問
題
、
特
に
町

政

に
つ
い
て
関
心
を

も
ち
、
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
の
舛
意
を
も

Ｊ
で

い
る
人
た
ち
で

す
．
今
後
町
政
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
っ
て
活
躍

が
間
待
さ
れ
ま
す
．



I刻左麗政三議員

70礎

唄 Ⅲ冫i 脇16】

舁吉田久男旗員

60歳
｛藤Ⅲ字犬｛ 畑 二4９

仔鈴木義光議員

48 歳

川内字内口蔘

暃仲 野周一議員

59歳

( 鈿H 字源夊９ｊ

唇玉手昭市議曩

56歳

洒 人技字竹ノ内凶

･翦松 浦芳 蔵阻 員

69歳

(大木戸字高橋8j

a 科　元治阻員

61歳

鳴 取字 下 製 )

飛松浦義男議員

62歳

{ 西大 植字楽 第 42 )

I律賀滕　貞議員

49歳
1哈汀字小肺２１

=豬佐藤忠美謫貫

51歳

!●Ⅲ字=人1ﾐ畑･ 割

1 宍戸三郎議員

62歳

! 森山字宮前】8;

贊菊地政治議員

60歳

哨 付Ⅲ字笠松111

町議選 の結果

有権者数8.759  人

内訳
男4  ﾕ 97人

夊4.562 人

投

票
看
数

合計8.444 人　投票率96.4％

男　4  . 0 23人

女　4  .421人

･l定数2χl　･y候 補221

得票数 ��氏　　 名 �党　漑

哇－sl

－11

－･l

－･l

－4･1･IU

りil

・1

』12･1･jljU/�58･1.

 3 幻551501470.

 501･155127409395390365..

 93

＆S3623

 硬 )331323311:

 830730

 6305299

，67828L

 2 的�

菊　地 政　治

武　III　　 勉

遠　藤　金　六

佐　嘩 政 ・

仲　野　al　 ・

佐　藤　忠　 災

宍　戸　 ミ　郎

占　Ⅲ　久　外

松　浦　長　明

佐　藤　政 ｛

赤　城　浅　占
政　俸　　 貞

松　浦　 冷　藏

佐　葎　　 力

松　浦　義　外

奈　藤　尤　卉

鈴　 夲　義　光
八　島　溥　iEF.F　

昭　 小

林　　 元　治

蔔　地　　 浦

佐　藤　昌　介 �

罵　呪

無　 元

無　粫

無　呪

無　眄

無　川

片　現

嘸　現

公　脱

無　現

無　 阮

無　呪

町
政
モ
ニ
タ
ー
の
方
々

吉田　勝由さん

71歳

(藤旧字北2扣

豊野 啓三さん
48歳

りlj畔字緋竚Ｉの 恥

奥山　愛子さん

51歳
( 蓚田 幸概阿台Ｄ

佐藤　公子さん

33礎

|石毋田字弁天沢17の2J

高原市太郎さん

30歳

(小坂字小坂柮

佐藤 玲子さん

37歳

湶 田字平林７｝

吉田　勝基さん

45歳

(森山字東新旧柮

高橋ヨシノさん

64歳
( 塚野目牢舎堋3９

桜沢 長次さん
56歳

(光明寺字山囿 い

阿部　ノブさん

57歳
( 大木戸字緋野内 ７)

佐藤　洋一さん

41歳
( 西大植字囁餓治23)

亀岡　 ツヤさん

51歳
{ 川内字てａ地40}



たちの仲間

～愛鳥週間～

自
然
の
す

ば
ら
し

さ
を

知
っ
て

い
ま
す

か

小
さ

な
ア

リ
の
行

進

も
、
大
き

な
夕
日

が
海
に

し

ず
む
の
も
、
み

ん
な
す

ば
ら
し

い
自

然
の
い
と
な

み
の
一
つ
で

す

こ

の

す

ば
ら
し

い
自

然
の
中

に

野
鳥
と
い

う
す
て

き

な
仲
間

が
い

ま
す五

月
十

日

か
ら
十

六
日

ま
て

は

愛
鳥
週
間

で
す

自
然
の

中
で

、
野

鳥
に

親
し

み

、

自
然
を

保

鯉
す

る
心
を

広
め

よ
う

で
は

あ
り
ま
せ

ん
か

鳥
は
ど
ん
ど
ん
へ
っ
て
い
ま
す

町
八

は
。
自
然
の
巾
て
、
虫
々
と
か

ふ
え
十
ぎ
な
い
よ
う
コ

‘’
ド
ロ
ー
１
す

る
仕
目
を
持

っ
て

い
ま
Ｆ
、
ま
た
、
丸

し

い
姿
や
声
で
、
私
た

ち
を
楽
し
ま
せ

て
ｒ

れ
る
の
糺
野
鳥
た
ら
で
４

。

し
か
し
、
今
、
日
本
の
野
鳥
た
ら
は
、

開
発
で
Ｆ
み

か
な
『‐？
ば
わ
れ
た
り
、
ぷ

染
で
死
ん
だ
り
’・
子

、
だ

い
ぶ
心

。て

し
ま
い
ま
ｒ
ん
’一

国
兄
町
で
Ｃ
．
八
家
の
付
近
や
山
々

ど
で
。
り
り
シ
‘
χ

。
じ一ハ

リ
、
ノ
（

メ
、

／
ン
ユ
｛
。
カ
ラ
、

セ
キ
レ
ｆ

圸
々
と
の

町
八

な
Ｉ’ｕ
‘
る
二

と
が
で
き
ま
す
。

で
糺
、
数
乍
前

に
比
へ
る
と
、
そ
の

陣
陌
！
。
、
数

糺
、
だ

い
ぶ
減
‐
。て

戔
よ

Ｉ
’た
。。

鳥
た
ち
と
仲
よ
し

に
な
ろ
う

野
鳥
を
膊
ｆ

に
っ
か
ま
え

た
り
、
Ｍ

‐．
た

り
ｌ
る
こ
．ミ

弌

法

―
で
７
こ
ら

れ
て
い
ま
Ｆ
　

野
八
４‐
．つ
か
ま
え
る
に

は
、
県
･

 や
 專
 黛
 
' 
I
官
の
捕
掻
力

許
叮
か
必
要
で
～
し
．
飼
・Ｊ
と
め
に
乢
、

県
知
嘔
や
環
境
叶
長
穴
の
飼
鋒
許
叮
が

い
り
ま
Ｆ

ｔ

’气

け
が
を
し
た
町
り
な
ＩＩひ
ろ

．

た
ら
、
福
鳥
陣
輩
嘔
ａ

所

か
役
川
．に
ｔ

課
に
ご
辿
絡
・
ん
Ｉ．さ

い

鳥
た
ち
の

保
護
の

た
め

に

町
八
な
↓保
護
Ｆ

る
た
め
に
に
、
ら
た

ち
が
1
.‐乱
で
ヽ
ｊ
る
自
叫
環
境
を
守

．
７

や
る
こ
と
で
す

。

そ
こ
で
ぺ

ａ
Ｊ
が
叭
４
‐
つ
く
る
場
所

が
あ

り
、

Ｌ・
叶
に
な
る
虻
虫
が
い
て

、

昆
虫

が
食

べ
る
航
物
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

鳥
を
食

べ
る
。人
敵
七

い
る
。
そ
・‐Ｊ
い
う

自
燃
を
、
ま
る
ご
と
保
澹
’・
そ

や
ら
な

い
と
、
野
凡
た
ち
は
ｔ

き
て
い
卜
４

い

の
で
Ｉ

よ
た
、
そ
の
よ
う
な
自
然
環
境
は
、

私

た
ら
人
川
に
、

い
ろ

い
ろ
な
も
の
を

り
え
て
’

、れ
る
人
切
な
環
境
な
の
で
す

。

阿
津
賀
志
山
に
野
鳥
の
森

町

の

北

端

に

あ

る

町

津

政

志

山

に

は

、

松

叭

が

わ

た
Ｉ
リ

、

色

・
‘
．
り

Ｉて

り

の

野

八

か

Ｆ

ん

で

い

ま

１

．

町

で

は

、

こ

の

£

し

い

自

趺
一
の

環

境

に

生

心

Ｆ

る

野

八

を

、

愛

し

な

が

ら
一
日

然

に

親

し

ん

で

い

た

だ

郷
上
民
俗

芸
能

内
谷
太
太
神
楽

今

吊

で

．
．
吊

川

を

迎

え

た
１

民

俗

芸

能

内

谷

人

太

神

楽

ヽ

は

、

晴

天

に

め

ぐ

ま

れ

た

四

月

卜

厄

日

、

春

日

神

社

例

人

祭

に

賑

あ
’
し

く

、

し

か

も

厳

そ

か

に

奉

納

さ

れ

た

．．．

ｔ

．
．
卜

．
‘
．
座

あ

る

ど

人

神

楽

の

う

ち

、

神

招

舞

か

ら

は

じ

ま

っ

て

卜

．
．一
座

．

楽

人

た

ら

の

練

習

の

成
ｍ
｀
を

よ

ど

み

な

く

披

琳

し

た

．

回

と

な

く

ぎ

こ

ら

な

か

っ

た

昨

年

の

舞

に

く

ら

べ

て

今

年

は

、

い

か

に

も

洗

練

さ

れ

た

感

が

あ

り

、

ｌ

ま

っ

た

観

客

も

た

め

息

ま

じ

り

で

兒

人

っ

て

い

｀
≒

．
人

太

神

楽

保

律

人
夕

会

長

鴨

Ⅲ

安

藏

さ

ん

は

「

こ

の

民

俗

芸

能

を

永

久

に

保

存

伝

麥

す

る

た

め

に

、

米

弟

は

神

楽

毆

を

新

築

し

ま

Ｊ
．
」
、．
と

話

し

て

い

た

．

▲天の岩戸閾の舞▲猖田 廖の 舞



烏はわたし

く

た

め

、

昭

衵

丘

卜

．
．
．
年

度

の

嘔

’
む
で

阿

津

’ｎ

心

山

．

体

を

、

町

八

の

森

・
’
じ

て

設

置

い

た
ｒ

ｌ

し

た

．

４

卜

肓

＆

ｈ

μ

ｋ

ｌ

近

．‐

ぶ

、

ｔ

Ｍ
　

Ｆ

・
』ｌ
　

ｉ
！

Ｉ
　

ｆ
『

！
『
Ｉ
　
Ｉ

Ｍ

物

を

植

え

、

巣

拓

、

給

Ｍ

・

給

水

台

な

ど

を

設

置

し

、

町

八

ぼ

謾

に

つ

と

め

て

い

ま

Ｌ
　

ま

た

、

探

皿

路

や

呶

Ｍ
Ｊ
も

設

置

し

て

い

ま

↑

．

バ

ー

ド

ウ

オ

″

チ

ン

ク

が

盛

ん

な

近

乍

、

み

な

さ

ん

６

、

ご

家

族

で

出

か

９

て

み

ま

せ

人

か

．．

（

阿

津

貫

心

山

で

兒

ら

れ

ＩＱ

野

八

一

キ

ジ

、

ヤ

マ

ド

リ

、

Ｊ

‘‐
二

Ｊ
ヶ

ｆ

、

キ

ジ

バ

ト

、

ホ

ト

ト

ギ

ス

、

力

．

コ

ウ

、

ア

カ

ゲ

ー７

、

ア

４
１
ゲ

ラ

、

亅

ゲ

ーソ

、
｛

グ

ｆ

ス

、

ヒ

タ

キ

、

キ

ビ

タ

キ

、

シ

シ

ユ

ウ

カ

ーソ

、

ヒ

ガ

ーフ

、

コ

カ

ラ

、

ヤ

マ

ガ

ラ

、

ス

ズ

メ

、

パ

タ

ー
‘
リ

ド

リ

、

ホ

ー

ジ

ロ

、
（

シ

．ふ
Ｉ・

ソ

が

ラ

ス

、

７

‐
／
フ

ト

ガ

↓ソ

ス

、

リ

タ

り

．ガ

ラ

ス

．

ソ

ブ

ー
ｌ

シ

ロ
（

ラ

▲仲よく遊ぶカモ

卜
い
ら
か
の
上
の
ム
ク
ド
リ

卜
・
の
使
書
ツ
バ
メ

▲阿津貲志山 探鳥 路

太
太
神
楽
連
判
状

内
谷
・
熊
坂
　
善
七

明
治
卜
丘
乍

に
兒
足
し
た

っ
人
太
御

紳
楽

』
は
、
戦
後
と
だ
え
て

む
り
ま
し

た
が
．
矜
人
た
ち
の
皿
一
息

と
、
笛
吹
き

の
出
現
に
よ
り
昨
年
復
話
し
今
年
で
こ

吊
目
を

」．迎
え
た
．．
去
る
川
川
卜
九
日
作

川
神
社
の
例
祭
に
做
そ
か
に
奉
納

い
た

し
ま
し
た

戦
争
生
残

り
の
楽
人

と
．右

き
斯
楽
人

．
体
と
な
り
４
練
習
の
結
叭

Ｌ

達
・
‘唯

々
た
る
出
末

映
え
で
あ

り
ま

・
ｙ
た
．．
人
人
御
神
楽
は
叫
治
の
初

め
若

者
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
・
』て
演
芸

に

裂
し
み
、
抻
に
近
づ
け
る
晦
掎
の
た
め
、

内
行
付
の
暁
活
人
が
人
き
な
ぎ
せ
い
を

は
Ｉり
い
創
設

さ
れ
た
も
の
で

す
．．

町

時
若
占
の
取
締
に
つ
い
て
息
を
川

い
な
の
通
り
の
連
判
帳
が
あ
り
ま
す
．．

太
太
御
神
楽
連
名
議
定
延

’Ｊ’
．
條
迎
名
（

睦
敷
奮
発
致
吋
嘔

ぶ
．
．
條
年

″
、村
社
祭
禮
之
節
吋
内

安

紮
ノ
愬
メ
奉

納
致
可
嘔

第
．．．條
總
テ
人

々
ノ
儀
二
付
テ
（

大

冊
話
ぺ
、
取
締
人

ノ
指
押
二
從
フ
ベ
シ

第
四

條
喧
嘩
川
鵬
等

い
決
シ
テ

致
ス

ベ
カ．一
ソ
ス

ｉ
八
條
他
力
へ
招
防
ノ
節
（

迎
名

．

同
参
ル
吋
啣
並
二
身

ノ
品
行

り
正

ケ
シ

妛
リ
ニ
悪
行
致
．ヘ
ガ
ラ
ス

ｉ
六
陥

一
除
名

二
ｙ

ざ
こ

鵬
ス

ｉ
匕
條
此
連
判
証
へ
捺
印
ノ
ｈ
（

回

収
Ｅ
モ
嘱
力
咒
議
中
間
敷
候
嘔

む
之
條
々
堅
ッ
遵
守
仕
吋
嘔
、
若
扣

背

ッ

ー一
於
一
Ｊ

い
日

本

国

巾

／

神

祇

八

．自

萬

抻

／

御

刈

り

蒙

４

廴

ノ

ナ

リ

人
｛

．
磚

神

余

人

匿

心

べ

鴨

川

祐

之

助

取

締

人

鴨

川

祐

占

．

楽

人

ｔ

Ｕ

捺

印

片

は

内

祐

吋

の

吸

と

り

息

。卜
で

な

け

れ

ば

楽

人

に

な

れ

な

か

’。
た

り

筏

は

湛

で

ｔ

他

人

字

の

万

り

人

公

出

衣

ま

亅

。

＆

級

人

分

を

冷

望

い

た

’
‐・
ま

Ｉ

い

っ

の

匣

‥
い
Ｌ

ｈ
冂
少

年

の

什

口

μ

が

、

い

か

に

人

切

で

あ

る

か

な
 い

ま

Ｌ
　

叭
一
戉
ｍ

乱

。
ｔ

変

り

自

山

が

さ

９

ば

れ

て

い

ま

Ｆ

が

。

柚

近

不

臼

木

力

報

班

４
ヽ
。聞

’
、
４

、

。「

れ

で

よ

い

の

か

、

ゐ

政

″
Ｈ
も

教

育

占

！

。
仁

銕

吐

公

人

糺

６

え

二

け

れ

‥
７
．

‘ ’
ら

ん

川

題

と

廿

い

ま

Ｉ

函

紳

楽

師

な

公

の

囗

的

丿

伝

小

。 ’‐
叫

る

い
社

会

な

‘作

る

と

あ

り

ま

！
　

・
一
れ

に

冫

勹

廴

囗
少

弟

育

成

に

役
・
μ

つ

こ

と

が

で

き

れ

ば

中

と

努

め

て

参

り

ま

Ｆ

▲連判状を見る剱坂さん



消
費
相
談
員
か
ら

昭
和
友
1
.
七
年
度
中

に
、
福
鳥
県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
、

い
ろ

い
ろ
な
苦

情
相
談

が
、
全
部
で
九
九
四

件
あ

り
ま

し
た

。
そ
の
中
で
、
訪
問
販
売
の
相
談

が
ミ

。こ
円

件
で
、
前
年

に
比
べ
て

。
。・

こ

瓦
倍
も
増
え
ま
し

た
。

国
兇
町
で
も
、
債
で
考
え
た
ら
、

い

ら

な
い
も
の
を
高

い
値
段
で
買
わ
さ
れ

て
し
ま
・つ
た
が
、
返
す
に
返
せ
な
い
と

い
う
声

が
と
き
ど
き
聞
か
れ
ま
す

。
そ

の
よ

う
な
方
の

た
め
に
、

ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ

制
度

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は

「
訪
闘
販
売
な
ど
に
関
す
る
法
律
」

で
、
四
日
川
の
無
条
件
解
約
期
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
来
不
要
な

の
に
、
断
わ
り
き
れ
な
か
っ
た
人
の
た

め
に
、
四
日
間
冷
静
に
叫
検
肘
の
川
川

を
与
え
た
制
度
で
す
。

こ
の
四
日
川
の
川
は
、
申
し
込
み
の

撤
回
や
、
契
釣
の
解
除
が
無
条
件
で
で

き
ま
す
。

・
四

日
間
と
は

契
約
の
申
し
込
み
を
し
た
Ｈ
、
ま
た

は
、
契
約
を
し
た
日

か
ら
で
す
。
現
品

が
。仙
い
た
臼
か
ら
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。。

・

解

除
の

申
し
込

み
は

必
ず
、
販
光
業
者
の
代
ぬ
Ｓ
Ｕ
あ
て
に
、

そ
の
旨
を
耆
面
で
通
知
し
ま
’
冫

う
。

毒
面

は
、
『
内
容
証
明

つ
き
郵
艇

』
が

よ
り
確
実
で
す
、

・
四

日
問
を
す
ぎ
た
場
合
は

解
約
は
む
ず
か
し
く
、
解
約

に
応
ｈ‐
｝

で

く
れ
た
と
’
）で
も
、
多
額
の
損
害
賠

峻

や
箆
約
金
が
Ｍ

求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
、

・
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が

便
え

な
い

も
の

現
金
払
い
を
し

た
り
、
化
咤
晶
や
術

生
川
品
な
ど
、
消
耗
性
の
あ
る
商
品
を

開
封
し
た
塲（
口
は
『

無
条
件
解
杓
は
で

き
ま
せ
ん
。、
（
た
だ
し
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
闃
封
し
た
り
、
闘
封
を
強
要
し

た

場
合
は
別
で
ｒ

。

）

・
内
容
証
明
書
つ
き
郵
便
の
出
し
方

川

紙

は

、

文

房

具

心

で

販

売

し

て

い

ふ
’`
ｒ

。

’
｀
４
部

削

成

し

て

．

郵

便

‥
川

に

出

し

て

く

だ

さ

い

．．

年

金

勤
め
を
や
め
た
人
は

国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し

ょ
う

岡
民
乍
命
は
、
ａ

宸

、
漁
袰
、
商
裏

な
ど
の
自
背
袰
の
人
。
サ

ー
ビ
ス
裳
な

ど
の
人
と
そ
の

家
族
の

た
め
の
年
金
制

度
で
す
。

。
。卜
藏

か
ら
紅
卜
九
歳
ま
で
の

人
で
、

厚
生
弟
分

な
ど
の
被
川
む
雁
ｔ

に
仙
人

し
て
い
な
い
人

は
、
川
民
乍
食
に
川

人

し
な
け
れ

ば
な

り
ま
せ
・
八
。

国

民
￥
衾

に
加
入
’
｝、
傑
険
料

を
納

人
し
ま
す
と
、
将
私
納
め
た
期
川

に
応

じ
て
弟
分
が
受
け
ら
れ
ま
Ｆ
『
。

国

民

哨

金

の

傑

険

糾

熊

は

．

瓦

卜

八

き
　
一

か

ら

、
川

額

瓦

、
べ

．
．
．
０

川

で

す

．

国

瓜

哨

舎

の

仙

人

Ｆ

続

き

な

ど

、

く

わ

し

い

こ

と

は

、

役

場

陝

民

丿

眼

衾

係

に

む

た

ず

ね

く

だ

さ

い

．

Ｓ
こ

．
…

有
線
四

．
六
一

松
く
い
虫

松

を
守

ろ

う

今
り
ｈ
句
、
人
木
．り
長
坂
地
内
の
芭

爪
の
句
碑
付
近
の
松
林

に
、
わ
ｒ

か
で

Ｉ

が
松
く
い
虫
が
楚
生
廴
て

い
る
こ
と

が
わ

か
り
ま
し
た
．

松

を
睹

ら
す
犯
人
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ

ウ
と

い
う
、
体
長

．
四
に
も

潤
た
な
い
小
」さ

な
松
虫
で
す
「
．
そ
の
穣

虫
を
健
令

な
松

に
媒
介
し
．
賄
方
を
ま

ん
延

さ
せ
る
の

が
、
体
長
．・
．
｀
ほ
ど
の

マ
ツ
ノ

マ
ダ
．ソ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
実
虫

で
↑

．

つ
ま
り
、
縮
虫
が
松
砧

れ
の
化
人
で
、

カ
ミ
キ
リ
が
そ
の
運
び
嵋
な
の
で
す
。

今

ま
で
、
県
北
地
区

に
は
、
発
生
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今

後
。
六
月
の
繁
殖
期
を
迎
え
、
被
害
を

ｆ

け
る
こ
と
も
ｆ
忽

さ
れ

ま
す
の
で
。

卜
分
注
意

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
松
く

い
虫

が
発
乍
し
た
川
合

は
、
至
急
、
役
場

産
裏

。″ａ

．
ニ

：

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

桑折警察署から 犯罪捜査に対するお願いがあります

瞽察ば1` 隠な生活をしている皆さんを犯罪から守るため|.l夜活動を続けておりま･（ 他人を傷けたり他人の物を盗ん

だりする者を兒逃がしIE直占がバカを兒ないよう、悪いことをした者は。つかまるんたj/絶対逃けられないんたガとい

う町づくりが人切です。桑折・圃兄両町 から悪い者をｔめ出し住みよい明るい町づくりをするため次のことにご協力く

だ さい。

１、どんな情報でも警察の耳に入れてください。

２、披客にあったらすぐ届出をしてください。

３、犯罪現塲ば そのままに" して届出をしてください。



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
讃
会
に

◆
送
ｔ

人
不
川

．
．Ｆ
円

１
社
会
柵
阯
の
た
め
に
と

◆
浅
野
利
巾

さ
人

一
山
崎
北
・

か
ら

卜
万
川
－

山
崎
Ｋ
長
辿
任
に
あ
た
り

一
心
職
四
閭
卜
六
印
川
一

◆
セ
ワ
ン
イ
レ
フ
ン
川
兄
店
か
ら

九
…

……
○
円

―店
内
釣
銭

を

県
北
中
学
校
に

◆
国
兄
町
自
転
小
組
合
か
ら

空
気
人
れ
六
夲

小
坂
小
学
校
に

◆
石
川
綟
さ
ん
一
味
式
会
社
石
瞭
商
店

社
長
）
か
ら

児
砥
図
政
｛
瓦
万
円
相
当
一

大
木
戸
小
学
校
に

◆

齊

藤

條

．

さ

ん

｛

貝

Ⅲ

一

か

ら

．
‘
．
び

川

―

人

木

．
尸
小

学

校

児

噺

奨

励

金

と

し

で

藤
田
小
学
校
に

◆
奥
山
モ
ト
さ
ん
｛
山
崎
小
舘
｝
か
ら

粭
布
瓦
卜
枚

◆
占
Ⅲ
マ
キ
さ
人

’
山
崎
舘
）
か
ら

雑
布
瓦
卜
枚

◆
国
兄
町
将
棋
同
好
会
か
ら

児
康
将
棋
川
共
．瓦
柤

第
2
5回
水
道
週
問

六
月
一
日

″
‘ら

七
日
ま
で
．
水
遵
辺

間
て
す

昭

和

．
．
．
卜

．
．
乍

に

削

騒

さ

れ

た

川

兒

町

隧

い
り
水

道

も

、

い

ま

で

は

Ｌ

私

道

結

水

人

日
・
ヘ

ー

匕

．自

．
．
．
卜

八

人

、

柚

水

．尸

救

．
．
Ｆ

Ｌ

卜

・
气

卩

祐

氷

ぶ

Ｌ

．
．
・

八

％

と

な

．
て

い

ま

Ｆ

．

そ

力

ほ

か

に

簡

坊

水

道

の

片

及

彩

を
ａ

め

ま

十

と

、

尖

に

ミ

　

ゞ

　
０

　

十

と

な

ご

廴

い

ま

す

、

畆

と

ち

が

隘

囗

同

げ

々

く

便

‥
て

い

る

水

道

は

、

健

康

で

夊

化

的

な

日

常

生

活

を

£

え

る

ｈ

で

、

最

ｔ

亟

妛

な

施

設

で

あ

り

、

杜

公

的

な

い

ろ

い

ろ

な

店

動

の

原

動

力

と

な

っ

て

い

ま
ｒ

．

町

で

は

、

二

の

刈

川

中

．
般

の

方

々

に

水

道

施

設

を

公

開

い

た

し

ま

す

．
．

こ

の

機

会

に

兒

幸

さ

れ

る

よ

う

お

助

め

い

た

し

ま

十

．

詳

し

く

は

町

水

道

課

酋
‐

．
．

：

に

む

た

ず

ね

く

だ

さ

い

．

▲寄付をする浅野さん

行
政
相
談
員

佐
久
間
さ
ん
が
再
任

ｈ

政

管

理

斤

’ぐ

は

、

閥

‥
｀
町

を

袒

当

１

る

、
　
一

　
も
　
工
　
竺
　
Ｉ
と

し

て

、

唯

久

川

岩

占

さ

人

・
藤

川

字

北

．
．
．・
叺

）

を

川

び

Ｉ

嘱

’
ｉ

し

た
　

佐

久

間

さ

ん

は

昭

和

．
．
．
卜

几

吊

か

ら

引

丶

↑続

き

’一
の

仟

に

あ

’
．卜

で

い

ま

Ｆ

一
り
政

川

談

ｎ

は

．

行

政

管

刈

斤

長

官

の

＆

噸

に

と

Ｑ

！
．
り

．
、
、

国

の

卜

政

川

浅

の

窓

川

’
ご
・
こ
べ

、

国

の

仕

ｊ

を

は

．‐
ｙ

气

川

以

、
4
1

々

公

社

ぺ
冫

‐一
の

什

嘔

．

県

や

巾

剛
．
吋

が

、

川

か

ら

を

仟

さ

れ

た

り

、

補

助

兮

を
『
’．乃

い
て

什

．
て

い

る

乢

．

ｊ

に

つ

い

て

な

ら

な

ん

で

し

無

外

で

川

該

に

心

じ

ま

Ｉ

．

随

ぷ

は

守

り

ま

Ｆ

の

で

．

む

気

軽

に

ご

利

川

く

だ

さ

い
　

ｅ

．
．
．
．
０

．
‘
．

▲佐 久間 岩吉 さん

心配ごと相談日
場断:il 墹 ゛.階扣３１‘1●棡l､い ｹ “ 八り卩t･･

畤問:9  時ヽ12畤

こま-J たこ とや．扣,:戔ごとかありま1. たら．

お乱軽にご 扣謹下さい，秘宗:ま絶吋に守りｌ ｔ｡
〔  相 談 【  い

引125 小嵐 菊地 平助．佐久間いち
６月４日比　吉田 忠古，渋谷 貴子
６月15日水 古田　正讚，長谷川キン

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す

↑
　
さ
　
匣
　
景
で
匯
界
人
権
宣

。ｄ
が

な
さ
れ
で

。。一
卜
瓦
川
年
に
当
た
り
ま
す

。

こ
れ
を
記
念
し
て
公
同

の
人
権
機
護

委
Ｉ
　
刊

の
Ｈ

し
を
中

心
と
’

、｝で
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
一
層

の
人
権
思
想
の
啓
兇
に
男
め
る
こ
と
を

申
し
合

せ
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
昏
ｎ

は
次
の
方
々
で
す

。

佐
畷
善
次
郎

小
坂
字
小
堺
ニ
ト
し

３１
　發
　く
　Ｉ

佐
久
間
岩
吉

藤
田
字
北
四
卜

ａ
９

甓
公

士

↓二
〇
三

佐
久
間
い
ち

塚
野
口

字
北
塚
ニ
ト
ハ

ａ
？
２

公
－

四

二
一
八

※
相
談
は
焦
料
‥で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま

す
．．
ね
気
軽
に
ご
棚
談
く
だ
さ
リ

五

月
は
自
動
小

税
の
納
期

？
納
期
限

五
月
三
十
一
日

～

べ
’
叫

も

自

動

巾

睨

納

艇

通

細

‘
’‥

｛

キ

″
ソ

｝

が

、

皆

さ

ん

の

お

ｆ

。几

に

届

日

ら

れ

る

季

節

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の

自

動

小

咬

は

、

毎

年

叫

川

。
日

現

在

の

所

有

矜

一
池

川

古

）

に

課

せ

ら

れ

る

こ

と

に

な

ご

廴

い

ま

す

。

斤

川

卜

日

頃

キ

″
フ

を

お

送

り

し

ま

す

の

で

、

ｙ

め

に

納

め

て

く

だ

さ

い

。

福
島
県
税
事
務
所

ａ

Ｏ

．
．
川

．ａ

一
．
．
匸

．

…

内

線

ミ

四

．
．
．
．－

．
．一
川

こ

．
．

５月　五月（さつき）

】 8 日 休 : 国際善意デー

22日帆 森江野小連動会

大技小運動会

26日休 町老人クラブ迎合会総会27

日(ｉ 満　月

６月　水無月（みなづき）

凵1(氏 気象記念日

4 日 (:E 歯の衛生週間

６山月; 芒 種

７日吠 計量記念口

10日(ｉ 時の記念日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

.公２６ワ６

膏 4 ｰ 5 6

昭
和
五
十
八
年
度

各
学
級
一
斉
に
ス
タ
ー
ト

令
高
齢
者
教
室
令

去

る

四

川

１

卜

匕

川

｛

水

｝

町

公

瓜

館

講

堂

で

桑

折

賢

寧

署

長

、

町

連
尺
‥
婦

人

会

技

．

陪

民

課

長

、

臨

席

の

む

と

、

学

級

生

．自

．
．
卜

．瓦

名

が

出

席

し

て

川

講

人

一
必

通

女

令

大

学

川

講

式

！
Ｊ
あ

わ

せ

て

｝

が

行

な

わ

れ

た
・『

開

講

式

終

了

筏

、

学

岬

と

’
そ

、

福

鳥

人

幸

教

町

学

部

教

授

、

堀

川

Ｅ
‥
叫

充

乍

か

ら

『

豐

か

な

鳥

齢

間

を

過

ｔ

た

め

に

』

の

テ

ー

マ

で

講

義

が

行

わ

れ

た

．．

な

お

、

役

口

は

次

の

通

り

遮

出

き

れ

た
て

昏
ｎ

艮
　

葎
川

勝
衛

副
昏
ｕ
長
　

μ
川

蹣
藏

免
　

討
　

阿
部

屯
雄

ヽ
　
　
　

佐
久
ｎ
い
ち

心
　

防
　

世
４
源
八
郎

。
　
　
　

菅
町
　
シ
マ

令
青
年
学
級
令

町
内

に
に
む
苔

い
人
達
力
ｙ

習
ご
父

流

の
川

と
．
ふ
Ｉ、の
み
年
学
級
が
、
川
川

．
．卜
・气
凵
に
闃
講

い
た
し
ま
し
た
．．

当
日
は
ｊ

Ｙ
級
ｔ
ニ

ト
叭

出
席
の
ｔ
。

と
、
教
育
長
、
館
長
か
ら
川
設
の
目

的
．

亟
要
件

な
ど
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
．

筏

い
ぐ
、
べ
’
乍
の
吸
口

選
出
が
行
わ
れ

そ
の
結
呎
、
委
日
長
に
阿
久
津

貨
久

さ

ぺ

副
ｓ
ｎ

畏

に
阿
部
愽
さ
・へ

佐
藤

香
代
．卜
さ
ん
が
選
出
さ
ね
ま

‘
み
『
．

式
終
ｒ

汲
、
レ

ク
リ

ー
ー
・
ン
ヨ
ン
に

侈

り
、
り
め
硬

か

ご

’一
新
人
乍
も
そ
の

川

に
な
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
の

う
ち

に

そ
の
囗
は
終
「
ｊ
し
ま
し
た

．
緒

に
や
っ
て
み
た
い
方

、
途
中

か

ら
で
礼
可
能
で
す
の
で
、
公

民
館
ま
で

連
絡
お
靫

い
廴
ま
ふ」
‐．

▲罵齢者敕宣掌習風影

▲ 青年李 級開 講

加
入
済
で
す
か

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

こ

れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン
。

あ
な

た
の
地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
で

は
。
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
傷
客
保
険

に

加
入
さ
れ
ま
し
た
か
り
Ｉ

昨
年

ま
で
の
保
険
は
三
月
で
終
り
で
す

。

く
わ
し
く
は
、
国
見
町
公
民
館
社
会
体

育
係
ま
で

お
た
す
ね
く
だ
さ
い

。

Ｓ
二
六
七
六
番

有
線
四
一
五
六
番

昭 和58 年 度 上 半 期 ス ポ ー ツ 行 事 一 覧

58年 ６Ｈ　５日　　　 職 場 対 抗 ソ フト ボ ー･ﾚ 大 会　　　　　　　　　　　 運 動 場

6 11　12［I　　　 岡 兄 ・ 桑 折 マ ラ ソ ン 人 会　　　　　　　　　　　 国 兄町 会場

６月　19日　　　 県 民 ス ポ ー ツ 大 会 町 予 選（壮年ソフト）　　　　　 運 動 場

６月　26日　　　　　　　　　　 り　　　　　　 （家庭バレーポール）　　　 体　育 舘

７月　３Ｈ　　　　　　　　　　 ９　　　　　　 （ バドミントン・卓球）　　　　 ・

７月　10H　　　 町 民 バ レ ー ボ ー ル 大 会（皮ボール）　　　　　　　　 ４

7 月 17  日　　 町 民 ソ フ ト ポ ー ル 大 会　　　　　　　　　　 連 動 場

7n 31 日　　 少 年 ソ フ ト ボ ー ル 大 会　　　　　　　　　　　　 夕
;a　

1
4M 1　　 町　 民　 野　 球　 大 会　　　　　　　　　　　　　　 夕

８冖　７日　　　 国見・桑折青少年健全青成剣道大会　　　　　　　　　　　　 体　育 館

８月　21日　　　 女 子 ソ フ ト ボ ー ル 大 会　　　　　　　　　　　 連 動 場

８月　28囗　　　 商　 校　 生　 球　 技　 人　 会　　　　　　　　　　　　 県北中学校
ga　

ll 日　 町 長 杯 争 奪 ソ フ ト ボ ー ル 大 会　　　　　　　　　　　　 連 助 場

９月　18日　　　 暇 場 対 抗 ソ フ ト ポ ー ル 大 会　　　　　　　　　　　　　 夕

９月　25日　　　 親　　　 子　　　 登　　　 山　　　　　　　　　　　　 安 達 太 良



第
七
回
趣
味
の

合
同
習
作
展
を
終
え
て

去

る
瓦
月
四
・
五
日
の
二

卜
間
国
見

町
公
民
館
に
於
て
せ
昧
の（
Ｕ
同

’日
本

鹵
・
審
道
・
カ
メ
ラ

’
は
り
絵

）
習
作

展
を
恒
例
の
農
業
市
に
合

せ
て

閧
催
し

た
。
い
つ
も
の
こ
と
乍
ら
各
グ
ル
ー
プ

哮
っ
て
ま
し
た
と
ぱ
か
り
作
品

が
出

る

わ
け
で
は
な

い
。
な
か
に
は
時

間
に
す

べ
り
こ
む
作
品
す
ら
あ
る
。
そ
れ
程
に

は
じ
め
は
出
品

に
し
ぷ
い
面
も
あ
る
が
、

け
っ
こ
う
も
り
ｈ
り
予
想
通
り
各
々
二

十
数
点
づ
つ
出
品
が
出
揃
っ
た
。
作
品

の
倭
劣
は
と
も
あ
れ
節
り
つ
け
を
終
え

た
心
境
こ
そ
は
出
来
ｋ
つ
た
よ
ろ
こ
び

と
共
に
本
人
の
み
知
る
最
戚
の
醍
醐
味

で
は
あ
ろ
ｙ

。

何
年
か
的
の
こ
と
福
人
教
授
の
佐
藤

利
雄
充
生
の
講
演
に
「
人
間
は
人
に
認

め
ら
れ
た
い
欲
望
が
あ
る
」
と
言
・
こ

節
を
拝
聴
し
今
も
脳
裡
に
刻
み
こ
ま
れ

て
忘
れ
な
い
。
思
う
に
人
間
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
行
事
は
こ
れ
に
眼
ざ
し
た
発
表

の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
断
謂

Ｏ
Ｏ
個
展
は
じ
め
公
募
屡
、
身
近
に
は

町
の
文
化
祭
の
す
べ
て
等
々
よ
う
す
る

に
こ
れ
等
趣
味
の
数
々
は
生
活
を
よ
り

楽
し
く
豊
に
す
る
手
段
で
あ
り
、
云
わ

ば
さ
さ
や
か
な
文
化
活
動
で
あ
り
た
い

と
念
願
し
て
い
る
。
毎
度
の
こ
と
乍
ら

町
教
育
委
員
会
の
磚
僮
援
の
も
と
に
、

町
畏
御
夫
妻
は
じ
め
町
会
議
員
の
皆
様

並
び
に
一
般
町
民
多
数
磚
来
観
を
い
た

だ
き
会
Ｑ
一
同
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま

す
。
又
農
業
市
の
お
各
さ
ん
の
う
ち
白

石
は
じ
め
近
く
の
各
町
の
方
々
御
米
観

を
多
謝
し
ま
す
。
我
々
は
ぺ
十
の
手
習

い
師
匠
を
巾
心
に
一
歩
な
り
と
向
Ｅ
を

楽
し
み
精
進
す
る
所
存
。
何
卒
よ
ろ
し

く
御
声
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
ｈ
げ
ま
す
。
代
表

佐
久
間
直
次

あ眷の合間習作晨

お し ら せ公
民
館
運
営

審
議
委
員
決
ま
る

昭

和

丘

‐
1
‐

八

年

．
．
．
日

ミ

ト

一

卜

で

任

期

切

れ

と

な

り

、

あ

た

ら

し

く

次

の

方

々

に

委

嘱

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

．

今
:

 
1

問

公

民

館

と

町

民

を

結

ぶ

パ

イ

プ

役

と

し

て

の

活

躍

が

期

待

さ

れ

ま

す

．
、

大

和
金
三
郎
（
森
江

野
小
校
長

）

山
上
廣
（
大
木
戸

小
校
長
）
、
千

葉
富

三
（
大
技
小
校
長
）
、
佐
久
間
巌
（
連

Ｐ
会
長

）
、
樋
口
典
雄
（
サ
ー
ク
ル

ぼ

け
っ
と
会
長
）
、
佐
腰
元
一
｛
町
体
協

会
畏

｝
、

奥
山
貴
子
（
文
迎
理
巾

气

曳
地
善
作
（
商
Ｔ
一
会
畏
气

八
巻
忠
一

（

農
協
攴
所
長
）
、

後
藤
昌
伸
（

農
業

委
員

）
、
佐
藤
和
子
（
婦
人
幸
級
代
表

）

野
村
チ
ヨ
ノ
（
連
峰
会

長

）
、
阿
部

ノ
ブ
（
大
木
戸
婦
人
会
長
气

佐
藤
公

子
（
文
庫
活
動
者

）
、
羽
根
悛
一
（
体

肓
指
導
員

气

佐
藤
玲
子
（
婦
人
学
級

代
去
『

渋
谷
つ
ぎ
子
（
毋
と
子
の
挽

書
活
動
指
嘩
貝

气

牧

野
武
夫
（
前
敵

頸
匸

豊
野
啓
三
（
国
見
電
１
総
務
郎

艮

气

村
上
瘋
泊
（
福
大
敦
授

）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室

５
地
区
で
開
講

春
で
す
。
あ
な
た
も

ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル

で
体
を
う
ご
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

公
民
館
で
は
左
記
の
と
お
り
ゲ
ー
ト

ボ

ー
ル
教
室
を
閧
き
ま
す
。

＠
主
催

同

見
町
公

民
館

固
・兒
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

ｅ

講
師

国
兇
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好

会

＠
時
間

午
前
９
時
3
0分
！
Ｈ
時
3
0分

＠

期
日
及
び
会
場

森
江
賢

� 藤

田

地

区
� に

】‥‥
リ

�
� 地

区
　

Ｈ
　
　

日

５
日
‥
1
8
2
5

日
　

爾
山
・
さ
く

� ５
月
1
7
2
4
3
1

Ｈ

６
月
７
Ｈ

�
山
崎
運
動
場

�
ｘ

ｊ

７

″
‐
！

�
丶

Ｘ
Ｉ

丶

ｔ
’

～

�
会

場

人

技

地

区

� 地

区

ー、
ｉ

人
木
戸

地

区

５
月
2
0
2
7
日

６
月
３
口
1
0Ｈ

� ５
り
頡

日

６
Ｈ
２
Ｈ
ｇ
Ｈ

� ６
Ｍ
１
日
８
日

人
技
運
動
広

増� 町
民
連
動
場

� ま
製
菓
う
ら

＠
集
合
鳩
所
は
現
地
会
場
へ
運
動
出
来

る
川
袋
で

＠
詳

細
に
つ
い
て
は
公
民
館
へ
問
い
合

せ
下

さ
い
。

▲コーチを受け ながら

あ
つ

か
し

俳

句
会

ま
ほ
ろ
ば
の
地
酒
芳
醇
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥

山

甲

二

今
日
も
乂
生
き
る
楽
し
さ
桃
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　

蘰

Ⅲ

聊

衛

亡
雌
に
告
ぐ
す
べ
な
き
庭
の
八
皿
桜
　
　
　
　
　
　
　

奥

山

雨

用

花
の
下
観
音
さ
ま
の
ご
縁
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須

田

泰

山

い
い
記
憶
ば
か
り
残
し
て
春
惜
し
む
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間

山

月

老
憩
う
沼
の
ベ
ン
チ
に
落
花
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺

薦

水

夕
花
莱
選
挙
の
連
呼
遠
ざ
か
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

田

三
果
樹

う
ら
ら
か
や
新
参
道
の
石
を
踏
む
　
　
　
　
　
　
　
　

渋

谷

良
　
一

桃
の
花
花
壜
に
挿
し
呑
む
一
人
酒
　
　
　
　
　
　
　
　

阿

部
　
し
げ
を

菜
倹
梅
雨
女
の
眉
の
暗
き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

賀

え
　
い

お
茶
の
接
待
漸
く
す
み
て
桜
散
る
　
　
　
　
　
　
　
　

商

橋

仙

子

つ
ま
づ
き
し
小
石
投
り
ぬ
啄
木
忌
　
　
　
　
　
　
　
　

森

用

栄

子



白

転

車

の

放

置

解

消

Ｉ
驛
田
駅
前
に
駐
車
鳩
が
完
成
～

藤
ｍ

駅
加
に
、
自
転
車
駐
車
場
が
完

畋
し
、
去
る
．
四
月
二
十

｝
日
に
開
鳩

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
転
巾

駐
小

場
は
、
日
本
自
転

巾
普
及
協
会

の
、
モ

デ
ル
施
設

と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で

す「
。

今
ま
で
、
駅
周
辺

の
道
路
や
民
求
の

軒
ド
に
、
多
く
の
自
転
車

が
放
置
さ
れ
、

道
路
通
行
の
障
害
や
、
環
境
保
令
の
障

害
な
ど
を
む
こ
し
、
た
い
へ
ん
卮
険
で

し
た
が
、
こ
の
自
転
車
駐
巾
川
の
完
成

で
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
ご
刊
川
の
際
は
、
駐
小
場
内

に
駐
小
し
、
必
ず
廸
を
か
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ

い
。

▲立派に完皮した駐車岨

観
月
台
公
園
で
農
業
祭

す
ば
ら
’
｝
い
．九
月
叶
れ

に
め
ぐ
ま
れ

た
陀
月
瓦

凵
、
親
日
台
公
園
は
、
恒
例

の
農
業
祭
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
．．

当
日

は
、
朝
ｙ

く

か
ら
、
カ
ゴ
や
ザ

ル
ニ

ｆ
ギ
や
サ
ト
イ
モ
の
捶
苗
、
そ
れ

に
改
恥
物

や
海

産
拘
、
盆
找
な
ど
の
出

店

が
び

り
し
り
な
ら
び
、
そ
れ
を

買
い

も
と
め
る
人
た
ち
で
、
た
い
へ
ん
な
二

み
よ
う
で
し
た
。

特
に
、
ｆ

ど
も
た
れ
に
人
気

が
あ

い

た
の
は
ヒ
ョ
コ
で

、
中

に
は
瓦
羽
、
六

羽

と
貿

い
む
と
め
る
ｆ

ど
も
た
ち
も
い

气

売
れ
卜

き
も
上

々
の
よ
う
で
し
た
。。

ま
た
、
公
瓜
郎
で

は
、
合
‐同
習
作
艇

が
開
か
れ
、
こ
ら

ら
ｔ
、
買

い
物
嚇
り

の
人

た
ち
で

に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

▲にぎわった廃 業祭

新
緑
の
中
牛
を
放
牧

さ

わ

や

か

な

瓦

Ｈ

哨

れ

に

め

ぐ

ま

れ

た
ａ

ｎ

九

日

、

高

鳴

友

義

牧

町

組

合

長

を

は

じ

め

、

幡

藤

淬

む

エ

門

町

艮

、

県

や

町

の

閥

係

占

が

兒

守

る

中

で

、

町

営

牧

野

の

闘

牧

式

が

行

わ

れ

ま

し

た

、
．

こ

の

町

営

牧

野

は

、

昭

和

ニ

ト

ハ

年

に

開

設

ｌ

、

以

来

、

柚

年

五

月

か

ら

卜

Ｈ

ま

で

の

Ｈ

ｔ

を

放

牧

、

町

の

畜

産

振

興

に

役

と

っ

て

い

ま

す

．

今

年

放

牧

が

．ｒ

定

さ

れ

て

い

る

牛

丘

卜

九

頭

｛

親

屁

卜

．
．
．
頭

、

．
卜

六

頭

一

の

う

ら

、

．
‘．
卜

．
頭

‐‐
杖

一

卜

九

頭

、

．Ｌ

Ｉ

頭

一

が

、

こ

の

Ｈ

放

牧

さ

れ

ま

’
ｙ
だ

．

管

刈

に

は

、

組

合

Ｕ

で

も

あ

る

町

職

ｎ

の

佐

藤

．
郎

さ

人

が

あ

た

り

ま

１

・

放

さ

れ

た

牛

た

ｉ‐
．
は

、

伺

い
ｔ

が

兒

守

る

巾

、

広

い

Ｑ

原

を

の

ぴ

の

び

と
4
2

り

ま

わ

り

、

あ

た

り

．
而

に

’
ふ
‥

つ

た

ｎ
口

い

叺

を

、

お

い

し

そ

う

に

食

べ

て

い

ま

し

た
｛

▲草をはむ牛たち

戸籍の窓口
｢  4  月 受 付分l

出生おめでとうございます
1’の ｇ　霈 凋 ａ　 声　高

大 ｛ま さ る｝八巻　和夫　第　　八

哲　也｛で っ や!佐薦　長一　石毋田家
卓　司１た く　じl宇部　憲司　駅　 齶

崗　は． よ う｝内海　條二こ　潭宗山丙
毒 樹｛は る き１穗苅 栄治 富 町 市

捐　１こ ず え｝古兇　晋一　人 ●1啝

基　ｓｔ と き）後庫　正雄　並　 槫

裕　 甃lひ ろ み）斎藤　 豊 潭水山北
大　1ゆ た か）八巻　 陸 徳 江 北

勇　刪1ゆ う き）佐久間消一一　裙I･　 こ
雌 ｛ま こ と｝尾形　孝一　築　 鰥

戔　 喞gみ ゆ きｊ佐嘩喜代治　並　 樽

祐　f･eゆ う こｊ松浦　 定夫　大 木 戸
瑠　’x!cる　　みｊ志村　 哨ii】 商　 域
19　皀ｃじゅλ やｰ 松 濔　元治　築　 館

ご結婚おめでとうございます
氏　　 釶　　　　　　 部　落

陛久閧　　 正　　　　 孤　　一・

松　野　信　子　　　　 桑 折 町

鳬ｼ　祕　宗　111　　　　 第　　 弖
钁　木　紬　f一　　　　 福 鳥 市
小　林　喜　盛　　　　 原　 町

人　矚　凡　f･　　　　 駅　| 樢
槇　山　卿　 也　　　　 鳥　 取

佐　野　久美r･　　　　 第　　八
俺　藤　　 豐　　　　 第

i纜 辺| ●l　f･　　　||| 俣 町

おく や み申し 上げ ま‘す

氏　　 名　　glE齡　　澎　ili
水　･l　l　 良　7･1　　111　 内

1を　蕀　 ミ17イ　　77　　凵　　川
蛇久間　カ　ヨ　　８ｎ　 第1･　 ・
鳥 橋 作右.刻` 11　ｓｎ　 凵　 Ⅲ

!晞　坦　　IE　61　　 内?i 啝

人 口 と 世帯
５月１日現在(前月比)４ 月中のうごき

人
　
　

囗

･  - 男 5  .895人 卜9 ）

女6.  7  人 卜 ８ｊ

計 肥 靆 32 人 ｛ 一一17 ｝

世 帯 敵 2. 戸! ＋4 ）

転 人41 人

慨 出68 人

出　 ’k15ﾉ、

死　 亡 ５ Å、

編

集
日

記

▼
今
年
は
、
好
天
が
続
い
た
せ
い
か
、

山
菜
が
で
る
の
が
。
例
年
に
な
く
？
か

っ
た
よ
う
で
す
。
杠
も
、
さ
っ
そ
く
知

人
と
出
か
け
て
み
ま
し
た
。
澄
ん
だ
空

気
と
新
緑
で
、
さ
わ
や
か
な
気
分
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
穫
は
少
な

か
っ
た
け
れ
ど
。
今
年
の
初
物
に
、
舌

つ
づ
み
を
う
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
丘
り
十
日
か
ら
バ
ー
ド
ウ
イ
ー
ク
。

阿
津
賀
志
山
に
あ
る
野
鳥
の
森
に
出
か

は
て
み
ま
し
た
。
項
ｈ
に
は
、
展
望
台

と
探
鳥
跡
が
設
ｌ
さ
れ
、
町
民
の
忽
い

の
場
と
し
て
限
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

あ
た
り
Ｉ
面
に
ち
ら
か
っ
た
ア
キ
カ
ン

や
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
、
私
た
ち
の
手
で
、
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
Ｓ

豪

円

―

り

↓
一
真

特

別

会

計

老

人

保

峻

収

支

具

胄
一
二
万

は

四

搶

。‐一
千

万

円

の

鳥

り
で

す

お

詫

び

し

て

町

正

し

ま

す

。
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